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18年ぶりに、五戸町ひばり野公園
陸上競技場にて開会式。堂々とした
選手宣誓で会場を沸かせました。

◆主な内容◆
２ ごのへ夏まつり
２ 新・農業委員決定
３ 交通事故をなくすために
３ 町議会　第30回臨時会
４ 特集－田植え・田ノ草取り唄と踊り
５ 2011叙勲・褒章
８ 古紙リサイクル促進「オフィス町内会」
９ 図書館新着ＢｏｏKｓ
９ 重度心身障害者医療費受給者証の更新
９ 肝炎ウイルス検診を受けましょう
10 町民歩こう会　募集
11 五戸町光ブロードバンドサービス開始

18年ぶりに、五戸町ひばり野公園
陸上競技場にて開会式。堂々とした
選手宣誓で会場を沸かせました。

７月23日に開催した土曜ハンズデーに
親子ら70人が参加。竹の器を作ってから
流しそうめんを体験しました。

倉石中学校　中田光彦（左）　川内中学校　新井山詩乃（右）

県中学校体育大会夏季大会
　五戸で開幕　7／23

冷たくておいしーい！
　流しそうめん　最高
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｢

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動｣

が
、

７
月
21
日
か
ら
31
日
ま
で
の

11
日
間
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

▲ 誓いの言葉を述べる五戸小児童

▲ 交通安全を呼び掛ける推進委員

▲ 安協青年部による街頭キャンペーン

▲ 交通少年団など約３００人がパレード

議会ニュース
　
町
臨
時
議
会
（
第
30
回
）
が
７
月
22
日
、
１
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案
１
件
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

五
戸
町
立
川
内
中
学
校
耐
震
補
強
工
事
に
当
た
り
、
指
名

競
争
入
札
の
結
果
、
株
式
会
社
大
山
建
工
と
８
、
１
５
８
万

５
千
円
で
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

地域交通安全活動推進委員の委嘱について

五
戸
警
察
署
の
管
轄
区
域

氏　名 活動
区域

北　　忠男

赤坂　兼松

若松　勝義

沢口　　繁

竹村　福松

高橋　綾子

連　絡　先

字地蔵岱15－106

大字倉石石沢字石沢45

大字豊間内字志戸岸32－1

字下長下タ153－98

字沢向5－7グリーンヒルズ  1－Ａ

大字豊間内字熊戸41－3

　青森県公安委員会が、五戸警察署の管轄する区域内で活動する
地域交通安全活動推進委員として、次の６人を委嘱しましたので
お知らせします。

問い合わせ先  五戸警察署交通課 62－3241
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「みちのく少年
サッカー大会」
県内の小学生13
チームが参加。
元気いっぱいの
プレーに盛んな
声援が送られて
いました。

「サッカー教室｣
前ベガルタ仙台
ヘッドコーチの
手倉森浩さんの
サッカー教室に
小学生ら約90人
が参加しました。

お　詫　び　

　花火大会の協賛者紹介
の際、放送機材の故障に
より、芝生広場（出店会
場）のみの放送となって
しまい、ご協賛いただい
た皆さまに大変ご迷惑を
お掛けしました。
　実行委員一同心より
お詫び申し上げます。

ごのへ夏まつり実行委員会

区分

件数（件）

H13

80

2

92

H14

82

1

110

H15

100

7
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H16
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H17
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1
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1
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H20

63

0
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H21

68

0

86

H22

54

2

57

死者（人）

傷者（人）

年

過去10年間の交通事故発生状況
（五戸警察署管内　人身事故）

交通事故をなくすために交通事故をなくすために交通事故をなくすために サッカー大会、ライブ、出店コーナーなどでにぎわい

　今年で７回目となる「ごのへ夏まつり」が８月６日
と７日の２日間、ひばり野公園で開催されました。

2,000発花火　観客を魅了ごのへ
　夏まつり

▼

地元バンド「アイリスリバー」ら熱演
特設ステージでは、ロックバンドのライブ、ものまねライブなどバラエ
ティに富んだステージが繰り広げられました。

　
五
戸
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
が
７
月
３
日
、
第
３
選
挙
区
（
豊

間
内
・
浅
田
地
区
）
で
行
わ
れ
、
３
人
の
委
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

※

第
１
選
挙
区
、
第
２
選
挙
区
、
第
４
選
挙
区
に
つ
い
て
は
立
候
補
者
が
定
数
を
超

え
な
か
っ
た
た
め
、
無
投
票
で
12
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
７
月
22
日
に
招
集
さ
れ
た
町
議
会
臨
時
会
で
は
３
人
が
議
会
推
薦
さ
れ
た
ほ
か
、

八
戸
農
業
協
同
組
合
、
南
部
地
域
農
業
共
済
組
合
、
天
満
下
土
地
改
良
区
か
ら
各
１

人
ず
つ
の
推
薦
で
計
６
人
が
選
任
さ
れ
、
合
計
21
人
の
新
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
行
わ
れ
た
農
業
委
員
会
総
会
臨
時
会
で
会
長
に
三
浦
房
雄
委
員
、
会

長
職
務
代
理
者
に
浦
屋
敷
節
男
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

▼
運
動
初
日
に
開
催
さ
れ
た
「
五

戸
地
区
交
通
安
全
総
決
起
大
会
」

に
は
、
交
通
安
全
協
会
、
交
通
指

導
隊
、
交
通
安
全
母
の
会
、
交
通

少
年
団
な
ど
の
関
係
団
体
か
ら
約

３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
交
通
事
故
犠
牲
者
へ

の
黙
と
う
に
続
き
、
三
浦
俊
哉
五

戸
地
区
交
通
安
全
協
会
長
ら
が
あ

い
さ
つ
。
五
戸
小
交
通
少
年
団
が

安
全
の
誓
い
を
行
い
、
事
故
防
止

へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
は
五
戸
小
金

管
バ
ン
ド
を
先
頭
に
町
中
心
部
を

パ
レ
ー
ド
し
、
交
通
安
全
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

▼
７
月
21
日
、
五
戸
地
域
交
通
安

全
活
動
推
進
委
員
協
議
会
（
沢
口

繁
会
長
）
で
は
、
石
沢
地
区
の
高

齢
者
宅
を
訪
問
。
反
射
材
や
チ
ラ

シ
を
渡
し
て
「
道
路
を
渡
る
時

は
、
左
右
を
十
分
確
認
し
て
く
だ

さ
い
」
な
ど
と
呼
び
掛
け
ま
し

た
。

▼
７
月
21
日
、
五
戸
地
区
交
通
安

全
協
会
青
年
部
（
舛
沢
和
也
部

長
）
で
は
、
国
道
４
号
の
扇
田
駐

車
帯
で
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
冷

た
い
飲
み
物
と
交
通
安
全
う
ち

わ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
り
安
全

運
転
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

出店コーナー

創作太鼓「響」

アイリスリバー

ものまねライブ
ダンシング谷村

新
・
農
業
委
員
決
定
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上
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川
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学
合
宿手伝ってもらいながら卵料理を作る児童

大勢の観客を前にターンバックが演奏

　連合婦人会の活動は多岐にわたる。会員相互の親睦と各種
研修による資質向上を主な目的とし、青少年の健全育成や各種
ボランティア活動などによって、ふるさと五戸町のよりよい発展
を願い活動を展開。花火大会後のごみ拾いや花植えなどの環境
美化活動、チャリティ演芸会、災害時の炊き出し、五戸まつり
中日での流し踊りの運営など幅広く活動。まちづくりを陰で支え
ている。56年目を迎えた町連合婦人会のその活動は歩みを止め
ていない。地域社会に貢献できる「婦人会」を目指し、会員約
３００人が心を一つに合わせ活動している。

一、今年はじめて田の草取ったきゃ
　　後さ小草コ　そよと立つ

三、高い山から　田んぼ見れば
　　見れば稲の花　花ざかり

特集

鳥谷部富子会長

「田植え・田ノ草取り唄」の歌詞郷 伝

明７
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旭日双光章

地方自治功労
和 田　良 男さん（下大町・88歳）

　昭和59年から３期12年間に
わたり町議会議員を務め、五
戸地区広域事務組合議会議員
などを歴任。大凶作となった

平成５年には議会内に冷害対策特別委員会の設置
を働きかけ、自ら委員として被災農家の救済に奔
走するなど農業の振興、民生の安定に尽力し、町
の振興発展に多大な貢献をしました。

旭日双光章

教育功労
岩 間　文 雄さん（新町・77歳）

　昭和54年から町教育委員会
委員を務め、平成４年に教育
委員会委員長に就任。以後11
年間、町の教育行政の先導者

として、深い見識と教育の更なる発展にかける情
熱をもってその任に当たり、学校教育、社会教育
などの充実発展に尽力し、町の教育行政の推進に
寄与しました。

瑞宝単光章

消防功労
角 濱　光 昭さん（上豊川・72歳）

　昭和43年に五戸町消防団団

員拝命以来、常に研磨努力を

重ね、平成８年、消防団長に

就任しました。

　規律と訓練を重要視し、独自の企画による各種

訓練を実施するなど、指導力を発揮。団員の資質

向上に貢献し、地域の防火・防災に尽力しました。

瑞宝双光章

消防功労
豊 田　彰 夫さん（新町・73歳）

　昭和34年に五戸町消防団常
備消防部消防手を拝命以来、
38年の長きにわたり一意専心
消防発展のために精励。平成

８年に五戸消防署長として赴任した際には地域の
消防団と連携した消防活動を目指し、消防操法の
指導に積極的に当たり、消防団員の技術・知識の
向上に尽力しました。

藍 綬 褒 章

消防功績
松 尾　光 政さん（岩ノ脇・62歳）

　昭和57年に五戸町消防団団
員拝命以来、消防人として錬
磨。平成22年に消防団副団長
に就任しました。

　温厚篤実な人柄、積極果敢な行動と卓越した手
腕により部下を統率指揮し、毅然とした態度をも
って職責を全うしており、関係者および地域住民
の信望を一身に受けています。

町の観光資源発掘コーナー
◆新たな観光資源としての可能性を秘めている
“もの作り職人”と“まちづくり職人”を紹介するコーナーです

五戸小学校児童の田植え作業で踊りを披露

2011年
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戸
町
か
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５
人
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受
章

　88
歳
に
達
し
た
機
会
に
勲
章
が
授
与
さ

れ
る
高
齢
者
叙
勲
と
東
日
本
大
震
災
の
影

響
に
よ
り
発
表
が
延
期
さ
れ
て
い
た
春
の

叙
勲
・
褒
章
の
受
章
者
が
政
府
か
ら
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
上
市
川
小
学
校
（
石

亀
政
宏
校
長
）
の
５
年
生
14
人
が

上
市
川
団
地
集
会
所
で
２
泊
３
日

の
通
学
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

　
親
元
を
離
れ
仲
間
と
寝
食
を
共

に
し
な
が
ら
通
学
す
る
こ
と
で
自

立
心
を
養
い
、
連
帯
感
を
深
め
る

こ
と
が
目
的
。
住
民
ら
で
組
織

す
る
実
行
委
員
会
（
原
正
春
委
員

長
）
ら
が
企
画
運
営
し
ま
し
た
。

　
児
童
は
委
員
に
手
伝
っ
て
も
ら

い
な
が
ら
慣
れ
な
い
手
付
き
で
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
作
り
な
ど
に
挑
戦
。

食
後
は
、
地
域
住
民
か
ら
お
手

玉
、
お
は
じ
き
、
め
ん
こ
な
ど
昔

の
遊
び
を
教
わ
り
な
が
ら
触
れ
合

い
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
夏
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト

「
ビ
ッ
ク
リ
夜
店
」
が
中
心
商
店

街
で
開
か
れ
、
大
勢
の
家
族
連
れ

や
浴
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の
若
者
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で
に
ぎ
わ
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ま
し
た
。
同
イ
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30
数
年

前
か
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続
い
て
お
り
、
町
商
店
会

連
合
会
な
ど
の
主
催
。
通
り
は
歩

行
者
天
国
と
な
り
、
華
や
か
な
七

夕
飾
り
で
彩
ら
れ
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
町
内

の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
「
タ
ー
ン

バ
ッ
ク
」
の
演
奏
や
「
菊
駒
音
頭
」

が
初
披
露
さ
れ
、
祭
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
五
戸
高
校
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
が
規
律
訓
練
を
実
演
。

来
場
者
か
ら
は
盛
ん
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

土、五戸町への愛着こそが活
動の源であり、五戸の誇りと

して若い世代へ継承しつつ、自分た
ちの活動を続けたい…
　五戸町連合婦人会の鳥谷部富子会
長が語ったその活動の一つが「田植
え・田ノ草取り唄と踊り」の伝承だ。

月12日、町連合婦人会が五戸代官所前で
明治天皇の五戸地方巡幸を記念した「田

植え・田ノ草取り唄と踊り」を奉納した。
　1876（明治９）年７月12日、明治天皇は巡
幸で五戸地方に立ち寄った際、川原町の水田で
早乙女が歌いながら農作業に励む様子を視察。
後に、当時の唄に振り付けしたものが「田植
え・田ノ草取り唄と踊り」とされる。

統を絶やすまい
と連合婦人会で

は昭和53年から毎年７
月12日に踊りを披露。
今回で33回目となった
この踊りは多くの町民
に親しまれている。

治神宮が発行する季刊誌「代々木」の平成23年新年号に
は、特集「聖蹟を歩く」として明治天皇の五戸地方巡幸と

連合婦人会による「田植え・田ノ草取り唄と踊り」が紹介された。
その中で「田植え・田ノ草取り唄と踊り」の伝承活動は高く評価
されている。

恒
例
！！
ビ
ッ
ク
リ
夜
店
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　蛯川小学校（小関栄一校長）の６年生６人
が７月12日、「せせらぎウオッチング」を行い
ました。児童は五戸川に入って水質の指標と
なる生物を採取したり、試薬を使って川水の
性質（PH）や化学的酸素要求量（COD）を調べ、
自然環境保全の重要性を学びました。

　五戸町ひばり野公園陸上競技場で県中学校
体育大会の開会式が行われました。震災の影
響で会場を八戸市から五戸町へ変更した開会
式には、選手、関係者ら約5,800人が参加。五
戸中の坂本七海さんが歓迎の言葉を、倉石中
の中田光彦くんと川内中の新井山詩乃さんが
選手宣誓を行いました。

五
戸
川
は
き
れ
い
？ 

蛯
川
小
６
年
生
が
調
査

●
せ
せ
ら
ぎ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ  

７
／
12

“２０，０００人の  ＰＨＯＴＯ”　まちの皆さんが主役（モデル）です！
フォト

■町内の出来事や、頑張っている
　皆さんを紹介するコーナーです。

蛯川小６年生児童

18
年
ぶ
り
に
五
戸
で
開
会
式

●
県
中
学
校
体
育
大
会
夏
季
大
会  

７
／
23

中田光彦くんと新井山詩乃さん

　町老人スポーツ大会（町老人クラブ連合会、
町スポーツ振興公社共催）が開かれ、町民約
120人が参加して心地よい汗を流しました。缶
釣り競争や風船リレーなど11種目で熱戦が繰
り広げられ、浅田・豊間内地区が優勝を飾り
ました。

　７月１日、ひばり野公園水泳プールがオー
プンし、翌日の７月２日は無料で開放されま
した。天気の良い日には、部活帰りの児童ら
が水泳や水遊びをして夏休みを満喫しました。

熱
戦
を
制
し
、
浅
田
・
豊
間
内
地
区
が
優
勝
　

●
第
35
回
五
戸
町
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会  

７
／
21

でかパンレース

夏
休
み
！  

プ
ー
ル
に
歓
声
！

●
ひ
ば
り
野
公
園
水
泳
プ
ー
ル
開
き

冷たいプールを満喫

　全国小学生陸上

競技交流大会青森

県選手選考会で、

石沢小の赤坂萌子

さんが６年女子

100㍍走で２年連

続の優勝に輝きま

した。優勝記録は

13秒57。８月27日

に神奈川・日産ス

タジアムで行われる全国大会に出場が決定し

た赤坂さんは「大会では自己ベストを出せる

よう頑張りたい」と抱負を述べました。

　「夏休み英会話スクール」が延べ４日間の日
程で行われ、小学生約100人が参加しました。
ＡＬＴ（英語指導助手）のマイケル先生とジャ
スティン先生の授業では、児童の背中に指で
アルファベットを書いて伝言するゲームなど
をして、楽しみながら英会話を学びました。

石
沢
小
学
校
　
赤
坂
萌
子
さ
ん

ア
イ
・
ア
ム
・
マ
イ
ケ
ル
！

●
小
６
女
子
１
０
０
㍍
走
で
全
国
大
会
へ
　

練習中の赤坂萌子さん

●
夏
休
み
英
会
話
ス
ク
ー
ル

マイケル先生㊥が伝言ゲームに参加
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五戸総合病院は、皆さまの健康を守るため

「敷地内全面禁煙」です。
敷地内全面禁煙

五戸総合病院医師一覧表（外来診療）
氏　　名
新井田修久
岡本　一雄
田口　　順
佐藤　和則

大根田　昭
三浦　昌人
東山　明弘
応 援 医 師
蝦名　宣男
田邊　　淳
安藤　敏典
井戸川敏彦
応 援 医 師
笹野　拓也
応 援 医 師
三上　靖隆
応 援 医 師
応 援 医 師
深瀬　栄一
応 援 医 師
袴田真理子
応 援 医 師
応 援 医 師

診療科

【糖尿病外来】

内 　 　 科

【循環器内科】

【消化器内科】
外 　 　 科

産 婦 人 科

小 児 科

整 形 外 科

脳神経外科
眼 　 　 科
耳鼻咽喉科

皮 膚 科

職名・派遣先
副 院 長
副 院 長
科 　 長
科 　 長

仙 台 市
東北大学
三戸病院
弘前大学
院 　 長
医療局長
科　　長
副 院 長
東北大学
科 　 長
弘前大学
科 　 長
弘前大学
労災病院
医療技術局長
岩手医科大学
八 戸 市
弘前大学
東北大学

月曜日
９：００～消化器検査
○
○
　

○

○

○

○

○

○10：30～

火曜日
○
倉石診療所
○
○

○9／6、20

○9／22

○9／6、20午後
消化器検査
○午後：乳腺・甲状腺外来

○

○

○

○

○

○

○
○
９：００～消化器検査
○

○
○

○９／17○９／16
○

○

○

○
○
○
９：００～消化器検査

○9／2、9、16、30

○

○

○

○

○

○

○ ○９：００～

○
○
○
○

原　　　純 医 　 長 ○ ○ ○ ○ ９：００～消化器検査

○
○

○
○第２
○
○第２

○

○交替で
○
○交替で
○交替で
○交替で

○交替で
○交替で
○交替で
○

○

○第１・３
○
○毎週予約制

○第１・３

水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

平成23年９月１日現在

●外来診療（初診・再診）受付時間：午前７時30分～午前11時30分　※ただし急患はこの限りではありません。
●第２・４土曜日は休診です。
●小児科予約診療：月曜日～金曜日　診療時間　午後３時～午後４時30分
　（ただし、健診等で午後診療できない日がありますのであらかじめ、電話でご確認ください。） 
問  五戸総合病院　TEL ６１－１２００（代表）

禁
煙

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
川
柳
〉

カ
ナ
カ
ナ
カ
ナ
蜩
鳴
い
て
日
が
暮
れ
る

き
ゅ
う
り
畑
青
空
こ
ぼ
さ
ず
ひ
と
り
じ
め

働
い
た
肉
が
減
っ
た
ら
皺
が
寄
り

地
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
﹁
日
本
沈
没
﹂
前
兆
に
思
え

坂
の
町
サ
ッ
カ
ー
の
町
夢
一
度

　
〈
俳
句
〉

い
ん
げ
ん
の
採
り
残
し
た
る
太
さ
か
な

　
〈
短
歌
〉

世
界
一
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
お
め
で
と
う

大
輪
の
感
動
あ
り
が
と
う

道
の
邊
に
踏
み
つ
け
ら
れ
て
咲
く
花
も

誰
も
う
ら
ま
ず
生
き
る
よ
ろ
こ
び

螺
旋
状
に
天
指
し
伸
び
る
捩
摺
り
が

野
に
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
ビ
ル
を
思
わ
す

亡
き
母
の
手
染
め
の
浴
衣
思
わ
せ
て

ア
ジ
サ
イ
の
碧
梅
雨
晴
れ
に
映
ゆ

久
し
振
り
親
友
に
会
い
た
い
湧
く
わ
く
し

﹁
い
な
い
﹂
夫
か
ら
吾
は
キ
ウ
リ
も
ら
い

し
た
し
た
と
沈
む
夕
陽
と
茜
の
空

我
が
古
里
と
思
ひ
な
つ
か
し

開
け
放
ち
風
の
行
き
来
す
台
所

夏
い
ち
ば
ん
の
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト

　

根
市
　
ミ
ヤ
（
　
　
　
）

沢
田
　
良
子
（
上
市
川
）

善
　
太
　
郎
（
五
戸
町
）

久
保
田
玲
子
（
菖
蒲
川
）

本
田
　
昭
雄
（
舘
　
町
）

鳥
谷
部
せ
ぬ
（
ひ
ば
り
野
）

藤
村
　
ナ
ヲ
（
鍜
冶
屋
窪
）

田
代
十
志
男
（
上
市
川
）

甲
田
　
　
悠
（
豊
間
内
）

畑
山
　
房
子
（
中
　
市
）

橘
　
ミ
ネ
子
（
北
市
川
）

佐
々
木
は
る
の
（
　
　
　
）

遠
藤
加
奈
子
（
博
労
町
）

ひ
ぐ
ら
し

も
じ 

ず

と

　も

し
わ

ら 

せ
ん

上
市
川

中
　
区

古
街
道

長
　
根

９：００～
9／22のみ10：30から
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「十和田地区オフィス町内会」

お気付きですか?　自分や家族のちょっとした変化をお気付きですか?　自分や家族のちょっとした変化をお気付きですか?　自分や家族のちょっとした変化を地域ハツラツ地域ハツラツ地域ハツラツ 34
　認知症も他の病気と同じで、早期受診、早期診断、早期治療が重要だといわれています。
　下記の内容について思いあたる場合は、早めに医療機関やお近くの介護保険事業所、または地域包括支援
センターへ相談しましょう。五戸町地域包括支援センター（役場介護保険課内）ＴＥＬ62－2111 内線146

最近気になりませんか? 　このようなこと。

　〈主催〉特別養護老人ホームさくら荘、さくら荘居宅介護支援センター　〈共催〉五戸町介護保険課
日　時：平成23年10月１日（土）　13時30分～15時30分　　場　所：五戸町立公民館
内　容：①認知症について正しく理解しましょう！ ②認知症の人への接し方などを一緒に
　　　　学びましょう！ ③ひとりで悩まないために・・・
講　師：認知症キャラバンメイト、五戸町地域包括支援センター職員、さくら荘居宅介護支援センター職員
申込先：特別養護老人ホームさくら荘　　℡ 77－2160

介護教室のお知らせ　～認知症を学びましょう～（認知症サポーター養成講座）

　記憶があやふや　
・同じことを言ったり聞いたりする。
・人と会う約束やその日時を忘れる。
・最近の出来事が思い出せない。
・大切な物をなくしたり、置き忘れたりする。
・物の名前が出てこなくなった。
・水道やガスの元栓の締め忘れが目立つようになった。

　今までできていたのに・・・
・職場あるいは家庭内で、今まで
　できていた仕事や作業がこなせ
　なくなった。
・簡単な計算の間違いが多くなった。

　いま何時？ここはどこ？
・時間や場所の感覚が
　不確かになった。
・慣れているところで
　道に迷った。

　性格が変わった？
・ささいなことで
　怒りっぽくなった。
・以前よりもひどく
　疑い深くなった。

　どうもやる気が・・・
・今まで好きだった物に対して
　興味・関心がなくなった。
・服装がだらしなくなった。
・身だしなみに気をかけなく
　なった。

詳しくは青森県環境生活部環境政策課
循環・環境産業グループまでお問い合せください。
電話 ０１７－７３４－９２４９

フィス町内会のしくみ

Ｃ社

Ｂ社

Ａ社
回収便

製紙メーカー

●単独では回収上のメリット
　が少ない事業所

●集積場が小さい事業所

回収便

古紙

回収数量
報告

回収数量
報告

古紙

売却
代金

事業所・オフィス・ビルオーナーの皆さまへ
～事業所・オフィスにおける古紙の減量化・リサイクルを進めるために～

　青森県は、全国と比べて一般廃棄物の排出量が多く、リサイクル率が低迷しています。特に、
事業系ごみの排出量が多く、古紙のリサイクルが進んでいないことが課題となっています。
　このため、青森県ではオフィスや事業所から排出される古紙のリサイクルを促進するための
「オフィス町内会」のネットワークづくりを進めています。環境負荷の少ない事業活動の一つ
として、「十和田地区オフィス町内会」に参加し、一緒に古紙の減量化・リサイクルに取り組
んでみませんか。

「十和田地区オフィス町内会」 五戸町も対象です参加事業者募集中!!

オ
　オフィス町内会では、会員となっていただいた排出事業者のもとに、会員である
回収事業者が回収に伺い、無料で古紙を回収します。回収した古紙は製紙会社に
搬入され、製紙会社によって再生利用（リサイクル）されることになります。　　

回収
事業者 オフィス町内会システム

事務局

県・市町村

排
出
事
業
者
会
員

回
収
事
業
者
会
員

製
紙
会
社
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ら
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お

知
ら
せ

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

受
給
者
証
の
更
新

「
か
ん
た
ん
ク
ラ
フ
ト
」

か
わ
い
い
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
作
り

│
子
育
て
H
o
t 

C
e
n
t
e
r
あ
･
そ
･
ぼ
│

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

　
平
成
23
年
10
月
か
ら
平
成
24
年

９
月
ま
で
の
１
年
間
に
医
療
費
助

成
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の
と
お

り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
助
成
対
象
者

次
の
①
〜
④
い
ず
れ
か
の
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
人
（
平
成
16

年
10
月
以
降
に
交
付
を
受
け
た

場
合
は
、
交
付
時
の
年
齢
が
65

歳
未
満
）
で
、
世
帯
の
所
得
等

の
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２
級

②
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
の
う
ち

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う

こ
う
、
直
腸
、
小
腸
機
能
障
害

③
愛
護
手
帳（
療
育
手
帳
）Ａ

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

●
持
参
す
る
も
の

右
記
①
〜
④
、
印
鑑
、
健
康
保

険
証
、
本
人
名
義
の
通
帳

●
受
付
期
間

　
９
月
５
日（
月
）〜
９
月
９
日（
金
）

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
保
健
課

　
℡
62
│

２
１
１
１
内
線
１
３
８

　
今
年
度
、
40
歳
以
上
で
５
歳
刻

み
の
年
齢
に
達
す
る
人
を
対
象
と

し
て
、
自
己
負
担
な
し
で
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
を
受
診
し
た
こ
と
が
な
い
人
は
、

こ
の
機
会
に
受
診
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
受
診
希
望
者
は
福

祉
保
健
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□問
役
場
福
祉
保
健
課 

　
℡
62
│

７
９
５
８
（
直
通
）

　
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
と
楽
し
く
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
　
９
月
12
日（
月
）10
時
〜

●
場
所
　
町
立
公
民
館
児
童
室

●
講
師
　
原
美
幸
さ
ん

※

参
加
無
料
、
予
約
不
要
で
す
。

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
信
用
生
協
で
は
、
多
重
債
務
で

お
困
り
の
人
、
多
重
債
務
は
解
決

し
た
が
、
そ
の
後
の
借
り
入
れ
が

で
き
ず
に
お
困
り
の
人
に
対
し
て

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
必
要
に
応
じ
、
弁
護
士
や
司
法

書
士
の
無
料
相
談
も
あ
り
ま
す
。

「
債
務
整
理
資
金
」、「
生
活
再
建

資
金
」
な
ど
の
貸
付
制
度
も
あ
り

ま
す（
事
業
資
金
は
除
く
）。
ひ
と

り
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
受
付

　
受
付
：
月
〜
土
、
９
時
〜
17
時

　
完
全
予
約
制
、
相
談
無
料

□問
信
用
生
協
八
戸
相
談
セ
ン
タ
ー

　
℡
20
│

８
５
８
２

　
八
戸
市
八
日
町
36

　
第
一
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
４
階

　
東
日
本
大
震
災
で
住
宅
や
家

財
、
自
動
車
な
ど
に
損
害
を
受
け

た
人
は
、
雑
損
控
除
な
ど
の
適
用

に
よ
り
平
成
22
年
分
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
所
得
税
の
還
付
や
軽
減
・
免

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
八
戸
税
務
署
で
は
震
災
に
関
す

る
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
震
災
に
関
し
て
電
話
で

の
国
税
の
質
問
や
相
談
を
専
用
窓

口
で
受
け
付
け
し
ま
す
（
当
分
の

間
、
土
日
・
祝
日
も
実
施
）。

□問
八
戸
税
務
署
℡
43
│

０
１
４
１

◆図書館新着Books◆◆図書館新着Books◆ ℡ ６１－１０４０

【今月のおすすめ】
下町ロケット　（池井戸　潤／著　小学館）

2011年上半期第145回直木賞受賞作。

佃航平は宇宙工学研究の道を諦め実家の町工場を

継いでいたが、経営はまさに崖っプチ。だが世界

最先端の技術で特許出願をしていた佃製作所に、

ロケット開発という思わぬ展開が…。

つなみ 被災地のこども80人の作文集
（文藝春秋臨時増刊号）

東日本大震災による津波に直面した子どもたち

が、地震の瞬間や、津波を目の当たりにしたとき

に何を感じたか。家族や親友を失った悲しみ、

避難所の暮らし、そして今、何を支えにしている

のかを綴ってくれた文集。

■一般　■ヤングアダルト

介護食スイーツレシピと栄養　　　　　　　（代居真知子）
うばい合えば足らぬわけ合えばあまる　　　（相田みつを）
ジュージュー　　　　　　　　　　　　（よしもとばなな）
ポニーテール　　　　　　　　　　　　　　　　（重松清）
覚悟の眼　　　　　　　　　　　　　　　　　　（萩耿介）
蠅の帝国　　　　　　　　　　　　　　　　　（帚木蓬生）
心を整える。　　　　　　　　　　　　　　　（長谷部誠）
人生がときめく片づけの魔法　　　　　　　（近藤麻理恵）
ここに死体を捨てないでください！　　　　　（東川篤哉）
県庁おもてなし課　　　　　　　　　　　　　　（有川浩）
ゴーストハント　　　　　　　　　　　　　（小野不由美）
記者魂　　　　　　　　　　　　（ブルース・ダシルヴァ）

■児童

さようなら、ドラえもん　子どものためのテツガク教室　（中島義道）
まりか先生のくらしの中の科学　　　　　　（内田麻理香）
野鳥もネコもすくいたい！小笠原のノラネコ引っこし大作戦　（高橋うらら）
バカなおとなにならない脳　　　　　　　　　（養老孟司）
食物連鎖の大研究いのちはつながっている！　（目黒伸一）
今すぐ身につけたいサバイバルテクニック（かざまりんぺい）
ぼくらの大脱走　　　　　　　　　　　　　　　（宗田理）
おばけのチョウちゃん　　　　　　　　　　（長野ヒデ子）
たぬきのばけたおつきさま　　　　　　　　（小野かおる）
木のあかちゃんズ　　　　　　　　　　　　（いせひでこ）
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募
集

県
営
農
大
学
校
学
生
募
集

八
戸
工
科
学
院
学
生
募
集

中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す

自

衛

官

募

集

危
険
物
取
扱
者
試
験

雇
用
・
資
格

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
」参
加
募
集

情報ステーション

●
防
衛
大
学
校
学
生

○
受
験
資
格

　
21
歳
未
満
の
高
卒（
見
込
み
）者

○
第
１
次
試
験
日

　
11
月
５
日（
土
）、11
月
６
日（
日
）

●
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

○
受
験
資
格

　
21
歳
未
満
の
高
卒（
見
込
み
）者

○
第
１
次
試
験
日

10
月
29
日（
土
）、10
月
30
日（
日
）

●
看
護
学
生

○
受
験
資
格

　
24
歳
未
満
の
高
卒（
見
込
み
）者

○
第
１
次
試
験
日  

10
月
22
日（
土
）

●
受
付
期
間

　
９
月
５
日（
月
）〜
９
月
30
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
自
衛
隊
八
戸
募
集
事
務
所

　
℡
45
│

１
９
２
０

●
種
別
　
甲
種
、
乙
種
、
丙
種

●
試
験
日

・
八
戸
市

　
11
月
５
日（
土
）、11
月
12
日（
土
）

・
十
和
田
市

　
11
月
６
日（
日
）、11
月
13
日（
日
）

●
願
書
受
付
期
間

　
９
月
20
日（
火
）〜
９
月
30
日（
金
）

□問
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
１
７
│
７
２
２
│
１
９
０
２

●
募
集
人
員
　
70
名
（
畑
作
園
芸

課
程
、
果
樹
課
程
、
畜
産
課
程
）

●
修
業
年
限 

２
か
年
（
全
寮
制
）

●
受
験
資
格

　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
卒

業
見
込
み
者
含
む
）、
ま
た
は

同
程
度
の
者

●
推
薦
選
考

・
願
書
受
付

　
10
月
３
日（
月
）〜
10
月
13
日（
木
）

・
選
考
日
　
11
月
９
日（
水
）

●
一
次
募
集
試
験

・
願
書
受
付

　
12
月
８
日（
木
）〜
12
月
15
日（
木
）

・
試
験
日
　
１
月
18
日（
水
）

●
経
費
　
１
年
間
の
修
学
経
費
は

約
80
万
円
で
す
（
授
業
料
、
教

材
費
、
実
習
被
服
、
寮
費
、
食

費
、
各
種
資
格
試
験
受
験
料
な

ど
を
含
む
）。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
青
森
県
営
農
大
学
校
教
務
研
修
課

　
℡
０
１
７
６
│

62
│

３
１
１
１

●
科
名
お
よ
び
定
員

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
　
25
人

設
備
シ
ス
テ
ム
工
学
科
　
20
人

自
動
車
シ
ス
テ
ム
工
学
科
30
人

制
御
シ
ス
テ
ム
工
学
科
　
25
人

●
修
業
年
限
　
２
年

●
応
募
資
格

　
高
校
卒
業（
見
込
み
）者

●
願
書
受
付
期
間

　
10
月
７
日（
金
）〜
11
月
10
日（
木
）

●
試
験
日
　
11
月
17
日（
木
）

●
授
業
料
　
年
額
約
12
万
円

□問
県
立
八
戸
工
科
学
院

　
℡
28
│

６
８
１
１

　
日
本
遺
族
会
で
は
、
国
の
補
助

を
受
け
標
記
の
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
戦
没
者
の

遺
児
の
方
々
に
亡
き
父
の
戦
没
地

に
赴
い
て
頂
き
、
心
ゆ
く
ま
で
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地

の
方
々
と
の
交
友
親
善
を
深
め
て

頂
く
も
の
で
す
。

●
対
象
者
　
戦
没
者
の
遺
児

●
今
年
度
の
実
施
地
域

旧
満
州
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

旧
ソ
連
、
中
国
、
マ
リ
ア
ナ
諸

島
、
ボ
ル
ネ
オ
･
マ
レ
ー
半
島
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、

パ
ラ
オ
諸
島
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
モ
ン
ゴ
ル
、
バ
シ
ー
海

峡
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー

ト
諸
島
、
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島

●
参
加
費
　
10
万
円

□問
㈶
日
本
遺
族
会

　
℡
03
│

３
２
６
１
│

５
５
２
１

　
八
戸
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
は
八
戸
圏
域
８
市
町
村

の
中
小
企
業
の
振
興
発
展
を
応
援

す
る
福
利
厚
生
事
業
を
総
合
的
に

実
施
す
る
互
助
組
織
で
す
。

　
中
小
企
業
で
頑
張
る
皆
さ
ん
の

入
会
を
募
集
し
ま
す
。

●
加
入
対
象
者

八
戸
圏
域
８
市
町
村
の
中
小
企

業
（
従
業
員
３
０
０
人
以
下
の

会
社
・
工
場
・
商
店
な
ど
）
の

事
業
主
お
よ
び
従
業
員

※
五
戸
町
も
対
象
で
す
。

●
入
会
金
会
員
　
1
人
に
つ
き

　
１
、０
０
０
円（
入
会
時
の
み
）

●
会
費
　
会
員
1
人
に
つ
き

　
１
、０
０
０
円
（
月
額
）

●
会
員
特
典

・
祝
金
・
見
舞
金
の
給
付

・
生
活
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん

・
各
種
チ
ケ
ッ
ト
の
割
引

・
宿
泊
施
設
利
用
補
助

・
各
種
バ
ス
ツ
ア
ー
等
の
企
画

・
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
割
引
利
用

□問
八
戸
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
セ
ン
タ
ー
（
八
戸
市
庁
内
）

　
℡
71
│

２
１
４
５

第35回　町民歩こう会

開 催 日　10月16日（日）
場　　所　西目屋村  暗門の滝（5.6㎞）
申込期間　９月１日（木）～９月８日（木）
　　　　　平日午前９時から午後５時まで
申込場所　役場教育課、町立公民館、
　　　　　川内・浅田・倉石各支所
□問 教育委員会教育課　℡ 62－2111内線517

後期高齢者医療制度の運営に関する
『運営懇談会』委員の公募を行います

◆応募期間  ９月１日（木）～９月22日（木）
◆応募用紙等の配布・問い合わせ先
・青森県後期高齢者医療広域連合
　℡ 017－721－3821
　URL  http://www.aomori-kouiki
　　　  rengou.jp/
・役場住民課 国保班 ℡ 62－2111（内線116）

※



農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

│
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
│

り
ん
ご
研
究
所
県
南
果
樹
部

参
観
デ
ー

農
業
融
資
等
相
談
窓
口

公
開
林
業
講
演
会

蜂
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

11 2011-08¡Gonohe

農
業

五
戸
町
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

サ
ー
ビ
ス
開
始 暮

ら
し

防災無線の放送
内容を聞けます
　℡61－1106に電
話をかけ、音声ガ
イダンスに従って
プッシュホンを
操作すると、町の
防災無線で放送し
た内容を聞くこと
ができます（放送後
24時間）。
□問 役場総務課
　  ℡62－7950

情報ステーション

　
農
業
委
員
会
で
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
に
農
業
委
員
会
の
コ
ー
ナ

ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
左
記
項
目
に
関
す
る
申
請
書
な

ど
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

①
農
地
の
売
買
、
贈
与
、
貸
借
な

ど
の
許
可
申
請
の
手
続
き

　（
農
地
法
第
３
条
）

②
農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に
す

る
た
め
の
申
請
手
続
き

　（
農
地
法
第
４
・
５
条
）

③
農
用
地
利
用
集
積
に
よ
る
賃
借

の
手
続
き

④
あ
っ
せ
ん
事
業

⑤
遊
休
農
地
利
用
状
況
調
査

⑥
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿

⑦
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制
度

⑧
耕
作
証
明
書

⑨
農
業
者
年
金
に
関
す
る
制
度

⑩
農
地
の
賃
借
料
情
報

⑪
農
作
業
標
準
賃
金

⑫
農
業
委
員
会
総
会
の
日
程
・
議
事
録

⑬
農
業
委
員
名
簿

□問
農
業
委
員
会
事
務
局

　
℡
62
│

２
１
１
１
内
線
２
７
２

●
日
時

　
９
月
９
日（
金
）９
時
〜
16
時

●
内
容
　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の
果
樹
栽

培
相
談
、
ブ
ド
ウ
・
梨
試
食
、

農
産
物
加
工
品
の
展
示
販
売
、

農
業
資
材
･
図
書
の
販
売
な
ど

●
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　
大
字
扇
田
字
長
下
タ
２

　
り
ん
ご
研
究
所
県
南
果
樹
部

　
℡
62
│

４
１
１
１

●
日
時

　
９
月
28
日（
水
）13
時
30
分

●
場
所
　
青
森
県
森
林
組
合
会
館

　（
青
森
市
松
原
１
丁
目
16
│

25
）

●
講
師
　
東
京
財
団
研
究
員

　
農
学
博
士
　
平
野
秀
樹 

氏

●
演
題
　「
外
資
に
奪
わ
れ
る
森
│
こ
の

国
の
森
を
引
き
継
い
で
い
く
に
は
？
」

●
参
加
料
　
無
料

●
申
込
期
限
　
９
月
14
日（
水
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
㈳
青
森
県
林
業
会
議

　
℡
０
１
７
│
７
２
２
│
５
４
８
２

　
℻
０
１
７
│
７
７
３
│
８
７
８
８

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
青
森
支
店

で
は
、
上
北
地
域
で
農
業
者
を
対

象
と
し
た
「
定
期
相
談
窓
口
」
を

開
設
し
ま
し
た
。

　
農
業
融
資
や
農
業
経
営
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
日
時
　
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

　
10
時
〜
12
時
（
予
約
制
）

●
場
所

　
十
和
田
市
西
十
二
番
町
20
│

12

上
北
地
域
県
民
局
　
地
域
農
林

水
産
部（
十
和
田
合
同
庁
舎
内
）

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

□問
日
本
政
策
金
融
公
庫

　
青
森
支
店
　
農
業
食
品
課

　
℡
０
１
７
│
７
７
７
│
４
２
１
１

　
町
で
は
国
の
交
付
金
事
業
を
活

用
し
、
町
内
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ

ー
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
高
速
で
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
な
か
っ

た
地
域
で
も
、
動
画
サ
イ
ト
へ
の

ア
ク
セ
ス
な
ど
高
速
大
容
量
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
ス
ム
ー
ズ
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
テ
レ
ビ
電
話
で
の
遠
隔

地
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
、
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新

た
な
人
と
の
つ
な
が
り
や
地
域
活

性
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
利
用
に
当
た
っ
て
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
回
線
サ

ー
ビ
ス「
フ
レ
ッ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
」

と
各
種
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
（
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
接
続
業
者
）
と
の
契
約

が
必
要
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始
日

　
９
月
１
日（
木
）〜

□問
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
│
青
森

　
八
戸
営
業
所

　
℡
０
８
０
０
│
８
０
０
│
５
０
０
０

※
通
話
無
料（
受
付
10
時
〜
17
時

　
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

　
蜂
が
活
発
に
活
動
す
る
時
期
で

す
。
蜂
の
巣
を
見
つ
け
た
ら
刺
激

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
も

し
蜂
（
ス
ズ
メ
バ
チ
）
に
刺
さ
れ

た
ら
、
す
ぐ
に
病
院
で
治
療
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
個
人
の
敷
地
や
家
屋
に
あ
る
蜂

の
巣
は
、
所
有
者
が
処
理
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
町
で
は
、
蜂
の

巣
を
除
去
す
る
た
め
、
町
民
に
防

護
服
を
無
償
で
貸
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
で
処
理
で
き
な
い
人
は
、

町
内
の
養
蜂
業
者
へ
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
場
合
、
処
理
費
用

は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

□問
役
場
福
祉
保
健
課

　
℡
62
│

７
９
５
８
（
直
通
）

　
法
務
省
人
権
擁
護
局
お
よ
び
全

国
人
権
擁
護
連
合
会
が
全
国
一
斉

に
相
談
日
を
設
け
、高
齢
者
・
障
害

者
の
人
権
相
談
を
開
設
し
ま
す
。

●
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
℡
０
５
７
０
│
０
０
３
│
１
１
０

※
高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る

　
虐
待
な
ど
に
関
す
る
電
話
相
談

●
日
時
　
９
月
５
日（
月
）か
ら
９

月
11
日（
日
）ま
で
の
７
日
間

・
平
日
　
８
時
30
分
〜
19
時

・
土
日
　
10
時
〜
17
時

□問
青
森
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
℡
０
１
７
│
７
７
６
│
９
０
２
４

m.nomiya@aomori-pfau.or.jp



№
626

2011年
８
月
26日

号

「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
あ
る
四
十
八
景
⑳

　
青
森
県
初
代
五
戸
支
庁
長
太
田
廣
城
㊦
ほ
か
」

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

　
東
北
三
吉
工
業
㈱（
田
沢
英

治
代
表
取
締
役
）か
ら
30
万
円

町の人口
（前月対比） 

　男　 9,363人　（－６）

　女　10,055人　（－11）

総人口19,418人　（－17）

世帯数 7,006世帯（－２）

平成23年８月１日現在

発
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№199
【
町
立
病
院
59
周
年
の
歩
み
】

　
町
民
の
健
康
と
生
命
を
守
り
続

け
て
き
た
町
立
病
院
は
、
今
年
で

59
周
年
を
迎
え
て
い
る
。
明
治
、

大
正
に
も
医
院
は
あ
っ
た
が
、
今

回
は
略
し
て
戦
後
の
動
き
を
年
表

で
紹
介
す
る
。

◎
昭
和
27
年
４
月
19
日

　
五
戸
町
立
病
院
開
院
式

◎
昭
和
38
年
４
月
１
日

町
立
病
院
附
属
准
看
護
学

院
開
校

◎
昭
和
40
年
３
月
20
日

同
院
初
の
卒
業
生
15
人

巣
立
つ

◎
昭
和
43
年
１
月
27
日

町
立
病
院
新
築
工
事

（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

４
階
建
て
）

◎
昭
和
43
年
７
月
29
日

十
勝
沖
地
震
で
患
者
全

員
を
無
事
救
出
に
よ
り

看
護
師
全
員
、
厚
生
大

臣
か
ら
感
謝
状
受
賞

◎
昭
和
43
年
12
月
25
日

町
立
病
院
新
築
落
成
・
翌
年
２

月
１
日
開
院

◎
昭
和
46
年
６
月
24
日

　
開
院
20
周
年
記
念
式
典

◎
昭
和
50
年
２
月
20
日

　
同
院
増
築
工
事
着
工

◎
昭
和
50
年
４
月
21
日

　
同
保
健
師
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
院

◎
平
成
４
年
５
月
20
日

　
自
治
体
優
良
病
院
の
表
彰
受
賞

た
」
と
語
る
。

五
戸
町
文
化
財
保
護
審
議
会
議
長

　
　
　
　
　
三
　
浦
　
榮
　
一

【
太
田
廣
城
㊦
】

　
廣
城
は
東
京
在
勤
中
、
八
戸
藩

権
大
参
事
か
ら
大
参
事
に
選
ば
れ

た
。
そ
し
て
、
明
治
４
年
５
月
の

廃
藩
置
県
の
統
合
で
は
弘
前
、
黒

石
、
七
戸
、
八
戸
、
館
の
統
廃
合

に
大
活
躍
し
て
い
る
。

　
特
に
６
年
12
月
１
日
、
青
森
県

五
戸
支
庁
長
に
就
任
、
新
し
い
村

作
り
に
専
念
し
た
ら
し
い
が
、
地

元
に
資
料
絶
無
の
た
め
、
今
後
の

調
査
を
待
つ
ほ
か
な
い
。

　
８
年
５
月
20
日
、
五
戸
支
庁
廃

止
と
共
に
官
を
辞
し
て
上
京
、
広

沢
安
任
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
英
国

人
２
人
を
雇
い
、
広
沢
は
牧
場
経

営
に
専
念
し
た
。
一
方
、
廣
城
は

銀
行
員
と
な
り
川
路
大
警
視
の
秘

密
探
偵
を
兼
務
し
た
。

　
そ
の
後
、
北
海
道
福
山
に
渡
り

民
衆
を
誘
導
し
植
林
の
業
を
興
し
、

桐
や
桑
の
葉
の
植
樹
を
始
め
、
不

毛
の
地
を
開
墾
し
た
。
そ
の
業
績

が
高
く
評
価
さ
れ
、

久
春
、
奥
尻
、
瀬
棚

の
支
庁
長
、
奥
尻
島

の
戸
長
を
17
年
間
勤

め
た
が
リ
ウ
マ
チ
の

た
め
退
職
し
て
八
戸

に
帰
っ
た
。

　
そ
の
後
、
公
職
は

辞
め
、
俳
句
を
友
に

し
て
暮
ら
し
、
旧
南
部
子
爵
か
ら

百
丈
軒
の
俳
号
を
頂
い
た
。
最
初

は
星
英
堂
北
雄
と
い
っ
て
い
た

が
、
そ
の
後
は
「
百
丈
軒
一
毛
」

と
号
し
た
。
こ
の
ほ
か
漢
詩
、
和

歌
、
詠
草
な
ど
も
残
っ
て
い
る
。

明
治
44
年
３
月
９
日
、
75
歳
で
他

界
、
大
慈
寺
に
眠
る
。

　
こ
の
墓
守
を
続
け
て
い
る
の
が

五
戸
町
新
田
窪
に
住
む
太
田
光
孝

さ
ん
（
75
）。
兄
、
政
広
さ
ん
が

福
島
市
に
住
み
、
父
母
の
仏
は
兄

が
改
葬
移
転
し
、
弟
が
数
十
年
前

か
ら
先
祖
の
墓
守
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。

　「
近
年
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
か
ら

問
い
合
わ
せ
を
受
け
る
が
、
末
子

だ
っ
た
の
で
先
祖
の
資
料
や
内
容

は
全
く
わ
か
ら
な
い
。
清
貧
に
な

り
５
回
転
居
し
、
平
成
に
入
り
人

並
み
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
っ

Gonohe¡2011-08 12

廣城の墓と太田光孝さん

北海道奥尻島戸長の廣城

ひ
ろ 

き

ひ
ろ 

き

五戸町立病院開院式のひとこま（昭和27年４月19日写）

し 

し
ゃ
く



平均7.9分
（平成21年中）
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救急車を上手に使いましょう ９月９日は
救急の日

○増える救急車の出動件数
　近年、全国で救急車の出動件数が急増しています。
　一方で、症状に緊急性がなくても
「交通手段がない」「便利だから」「困っているから」
という理由での救急要請も増加しています。
　救急車は、けがや急病な
どで緊急に病院に搬送しな
ければならない傷病者のた
めのものです。
　緊急ではないのに救急車を要請すると、本当に救急車を
必要とする事故が発生した場合、出動できる救急車がなか
ったり、遠くの救急車が出動することとなったりして到着
が遅れる場合があり、救える命が救えなくなる恐れがあり
ます。

○救急車の適正利用で、救える命を守ろう
　救急車は、現場に迅速に到着しようと最善を尽くして
います。これだけ多くの出動件数の中には、残念ながら、
本当に救急車が必要であったのかと疑問に思う事例もあり
ます。
　例えば…　「風邪をひいたとき」「歯が痛むとき」

「突き指をしたとき」「首を寝違えたとき」
といった軽い症状の場合には、本当に救急車を呼ぶ必要が
あるのかどうか考えてみましょう。

○救急車で搬送された傷病者の約半数が軽症
　救急車を要請した人の約半数は、入院の必要のない軽症者でした。
　実際、以前に比べ救急車が現場に到着するまでの時間が長くなっており、このような状況では
一分一秒を争う生命の危険にある傷病者への対応が遅れてしまう恐れがあります。

こうしたケースで救急車が呼ばれました  ～本当に必要か考えてみましょう～
・蚊に刺されてかゆい
・海水浴に行って、日焼けした足がヒリヒリする
・紙で指先を切った。血は止まっているが…

・病院でもらった薬がなくなった
・今日入院予定日だから、病院に行きたい
・ヘルパーを呼んだが来てくれなかったので、代わりに救急車を呼んだ
・病院で長く待つのが面倒なので、救急車を呼んだ

現場到着時間および病院収容時間の推移（全国）

救急車による傷病程度別搬送人員構成比
（平成21年）

※救急車で搬送された人の約半数が入院
を必要としない軽症です。この中に
は、本来、救急車を利用する必要がな
かった人もいる可能性があります。

Ｈ
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年

Ｈ
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年
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年

Ｈ
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年

Ｈ
18
年

Ｈ
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年

Ｈ
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年

Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
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年

Ｈ
11
年
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33.4

28.5 28.8 29.4
30.0

31.1 32.0
33.4

35.0
36.1

35

分

現場到着
時間

病院収容
時間

問い合わせ先　五戸消防署　℡ ６２ － ３１４０

救急車や救急医療は限りある資源です。
みんなで上手に利用し

　　救急医療を安心して利用することのできる

　　　　　　　　　社会を目指していきましょう。

軽症
50.7％

死亡 1.5％ その他 0.1％

重症
9.9％

中等症
37.8％
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金
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金

土
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木
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火
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火
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木
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土
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記念日等日 行　　事　　等

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111
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秋の全国交通安全運動
9/21（水）～ 9/30（金）

役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00

13：00～15：00

役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00

町立公民館● 行政相談 13：30～16：00

町立公民館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

今月の納期
納期限９月３０日（金）
固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

第３期

第３期

第２期

10：00～15：00 夢の森ハイランド● 倉石牛焼肉の日

13：30～ 町立公民館● 五戸地区交通安全大会

10：00～11：30 町図書館● 古文書解読講習会

10：30～12：00 町図書館● 絵本のへや

１ 子どもと高齢者の交通事故防止　
２ 夕暮れ時と夜間の
　 歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
３ 全ての座席のシートベルトと
 　チャイルドシートの正しい着用の徹底
４ 飲酒運転の根絶

運
動
の
重
点

第４３回
五戸町民運動会

９月２５日（日）８：５０～
ひばり野公園陸上競技場

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

行　　事　　等

家庭の日

敬老の日

秋分の日

旧地域保健センター　 ２歳６か月児健康相談（21年２月・３月生）

豊間内地区コミュニティセンター● トコトコ教室（豊間内地区） 9：30～11：30

ひばり野公園陸上競技場● 五戸町民運動会 8：50～15：00

12：20～12：45受付

旧地域保健センター　 ４か月児健康診査（23年５月生） 12：20～12：45受付

会場／五戸町大字倉石中市字小渡地内
午前9：00～午後4：00（※雨天決行）
■ 特産品の販売・飲食物の出店
■ 町民グラウンド・ゴルフ大会（10日）
■ 高級倉石牛肉の販売（午前10：00～）
■ 麻生しおり出演、ＲＡＢラジオ公開生放送（10日）
■ グリーンツーリズム体験

夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり
10/９（日）・10/10（月・祝）

2,000円2,000円2,000円

2,400枚2,400枚2,400枚
（倉石牛肉200g入、野菜付）

なんと！

前売券のみ

限定
問  役場農林課  TEL 62－2111  内線266

完全前売制
９月16日から販売

●倉石牛肉焼肉コーナー●倉石牛肉焼肉コーナー

交通事故死
ゼロを目指す日

10か月児健康相談（22年10月・11月生）

9：30～11：30 浅水活性化センター● トコトコ教室（浅田地区）

9：30～11：30 町立公民館● トコトコ教室（旧町内地区）

9：30～11：30 瑞穂館● トコトコ教室（川内地区）

9：00～15：00 五戸小学校相撲場● 五戸地方小・中学校親善相撲大会

● 五戸まつり　お通り

● 五戸まつり　中日

● 五戸まつり　お還り

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）
11：00～ 倉石コミュニティセンター● 五戸町敬老会（倉石地区）

11：00～ アピル五戸● 五戸町敬老会（五戸地区）

町立公民館10：30～● 五戸町戦没者追悼式

12：00スタート 青森市● 青森県民駅伝競走大会

14：00～15：00 町図書館● おはなし会

11：00～ アピル五戸● 五戸町敬老会（川内地区）

11：00～ アピル五戸● 五戸町敬老会（浅田・豊間内地区）

10：30～12：00 町図書館● 絵本のへや

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

● 移動図書館巡回日 9：00～14：00 川内・浅田・倉石地区巡回
　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館
● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

● 町民大学講座（美しい日本語について） 13：30～15：00 町立公民館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（かんたんクラフト  トートバック作り） 10：00～12：00 町立公民館
　 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

　 Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

ＢＣＧ接種 12：20～12：45受付 総合病院

12：20～12：45受付 旧地域保健センター

１歳６か月児健康診査（22年２月・３月生） 12：20～12：45受付 旧地域保健センター

高齢者交通安全の日

宝くじの日

救急の日

県民交通安全の日
防災の日

12：20～12：45受付 総合病院ジ フ テ リ ア
百日咳・破傷風

三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：45受付 総合病院ジ フ テ リ ア
百日咳・破傷風



三種混合　　　　　　予防接種
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行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111
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秋の全国交通安全運動
9/21（水）～ 9/30（金）

役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00

13：00～15：00

役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00

町立公民館● 行政相談 13：30～16：00

町立公民館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

今月の納期
納期限９月３０日（金）
固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

第３期

第３期

第２期

10：00～15：00 夢の森ハイランド● 倉石牛焼肉の日

13：30～ 町立公民館● 五戸地区交通安全大会

10：00～11：30 町図書館● 古文書解読講習会

10：30～12：00 町図書館● 絵本のへや

１ 子どもと高齢者の交通事故防止　
２ 夕暮れ時と夜間の
　 歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
３ 全ての座席のシートベルトと
 　チャイルドシートの正しい着用の徹底
４ 飲酒運転の根絶

運
動
の
重
点

第４３回
五戸町民運動会

９月２５日（日）８：５０～
ひばり野公園陸上競技場

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

行　　事　　等

家庭の日

敬老の日

秋分の日

旧地域保健センター　 ２歳６か月児健康相談（21年２月・３月生）

豊間内地区コミュニティセンター● トコトコ教室（豊間内地区） 9：30～11：30

ひばり野公園陸上競技場● 五戸町民運動会 8：50～15：00

12：20～12：45受付

旧地域保健センター　 ４か月児健康診査（23年５月生） 12：20～12：45受付

会場／五戸町大字倉石中市字小渡地内
午前9：00～午後4：00（※雨天決行）
■ 特産品の販売・飲食物の出店
■ 町民グラウンド・ゴルフ大会（10日）
■ 高級倉石牛肉の販売（午前10：00～）
■ 麻生しおり出演、ＲＡＢラジオ公開生放送（10日）
■ グリーンツーリズム体験

夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり
10/９（日）・10/10（月・祝）

2,000円2,000円2,000円

2,400枚2,400枚2,400枚
（倉石牛肉200g入、野菜付）

なんと！

前売券のみ

限定
問  役場農林課  TEL 62－2111  内線266

完全前売制
９月16日から販売

●倉石牛肉焼肉コーナー●倉石牛肉焼肉コーナー

交通事故死
ゼロを目指す日

10か月児健康相談（22年10月・11月生）

9：30～11：30 浅水活性化センター● トコトコ教室（浅田地区）

9：30～11：30 町立公民館● トコトコ教室（旧町内地区）

9：30～11：30 瑞穂館● トコトコ教室（川内地区）

9：00～15：00 五戸小学校相撲場● 五戸地方小・中学校親善相撲大会

● 五戸まつり　お通り

● 五戸まつり　中日

● 五戸まつり　お還り

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）
11：00～ 倉石コミュニティセンター● 五戸町敬老会（倉石地区）

11：00～ アピル五戸● 五戸町敬老会（五戸地区）

町立公民館10：30～● 五戸町戦没者追悼式

12：00スタート 青森市● 青森県民駅伝競走大会

14：00～15：00 町図書館● おはなし会

11：00～ アピル五戸● 五戸町敬老会（川内地区）

11：00～ アピル五戸● 五戸町敬老会（浅田・豊間内地区）

10：30～12：00 町図書館● 絵本のへや

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

● 移動図書館巡回日 9：00～14：00 川内・浅田・倉石地区巡回
　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館
● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

● 町民大学講座（美しい日本語について） 13：30～15：00 町立公民館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（かんたんクラフト  トートバック作り） 10：00～12：00 町立公民館
　 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

　 Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

ＢＣＧ接種 12：20～12：45受付 総合病院

12：20～12：45受付 旧地域保健センター

１歳６か月児健康診査（22年２月・３月生） 12：20～12：45受付 旧地域保健センター

高齢者交通安全の日

宝くじの日

救急の日

県民交通安全の日
防災の日

12：20～12：45受付 総合病院ジ フ テ リ ア
百日咳・破傷風

三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：45受付 総合病院ジ フ テ リ ア
百日咳・破傷風
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赤い羽根共同募金運動（～12月）
食生活改善普及月間

9：30～11：30 浅水活性化センター● トコトコ教室（浅田地区）

10：00～16：00● 全国一斉司法書士法律無料相談会（八戸）

10：00～16：00● 全国一斉司法書士法律無料相談会（十和田）

10：30～12：00 町図書館● 絵本のへや

13：30～15：30 町立公民館● 人権相談

● 移動図書館巡回日 9：00～14：00 川内・浅田・倉石地区巡回

● 夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり（～10日） 9：00～16：00 小渡平公園

● 町民ソフトテニス大会 8：30～ ひばり野公園

● 町民歩こう会 6：10（出発）～19：00 暗門の滝（西目屋村）

● トコトコ教室（旧町内地区） 9：30～11：30 町立公民館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館
● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

　 問い合わせ先：青森県司法書士会　017 － 776 － 8398

● 全国一斉司法書士法律無料相談会（八戸市総合福祉会館）
● 全国一斉司法書士法律無料相談会（十和田市南公民館）

10：00～16：00
10：00～16：00

　 ３歳児健康診査（20年６月・７月生） 12：20～12：45受付 旧地域保健センター

　 Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

ＢＣＧ接種 12：20～12：45受付 総合病院

12：20～12：45受付 旧地域保健センター

高齢者交通安全の日

体育の日

家庭の日

月10
法の日
県民交通安全の日

三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：45受付 総合病院ジ フ テ リ ア
百日咳・破傷風

10：00～11：30 町図書館● 古文書解読講習会

ポリオ（小児マヒ）予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

10：00～15：00 夢の森ハイランド● 倉石牛焼肉の日

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

14：00～15：00 町図書館● おはなし会


